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市
民
と
議
会
と
市
（
執
行
機
関
）
が
役
割
と
責
任
を
分
担
し
、
お
互
い
に
協
力
し
て

市
民
と
議
会
と
市
（
執
行
機
関
）
が
役
割
と
責
任
を
分
担
し
、
お
互
い
に
協
力
し
て

地
域
課
題
の
解
決
に
取
り
組
む
「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
の
た
め
に

協
働
を
積
み
重
ね
、
地
域
経
営
を
実
践

協
働
を
積
み
重
ね
、
地
域
経
営
を
実
践

　

平
成
25
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
十
和
田
市
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
の
内

容
を
条
文
解
説
と
と
も
に
、
条
文
に
込
め
ら
れ
た
市
民
検
討
委
員
の
思
い
や
願

い
を
、
検
討
委
員
会
が
整
理
し
た
チ
ャ
ー
ト
や
議
事
録
か
ら
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

今
月
号
で
は
、
第
７
章
お
よ
び
第
８
章
を
解
説
し
ま
す
。

⑤⑤

問
企
画
調
整
課
☎
51
６
７
１
０

第
７
章　

地
域
経
営

（
地
域
経
営
の
基
本
）

第
13
条　

私
た
ち
は
、
十
和
田
市
の
自
律

　

的
発
展
を
図
る
た
め
、
連
携
と
協
働
に

　

よ
り
、
地
域
の
経
営
に
取
り
組
み
ま
す
。

２　

市
は
、
市
民
の
参
画
と
情
報
共
有
を

　

基
本
と
し
た
、
公
正
で
透
明
性
の
高
い

　

行
政
運
営
を
行
い
ま
す
。

３　

市
は
、
事
務
事
業
に
つ
い
て
「
計
画
・

　

実
施
・
評
価
・
改
善
」
に
基
づ
い
た
効
率

　

的
で
効
果
的
な
行
政
運
営
を
行
い
ま
す
。

　

第
７
章
は
、
地
域
経
営
の
基
本
的
な
考
え
方
に

つ
い
て
定
め
て
い
ま
す
。

　

第
13
条
は
、
地
域
経
営
に
つ
い
て
定
め
て
い
ま

す
。

　

自
ら
考
え
、
決
定
し
（
自
立
）
、
自
ら
の
発
言
、

行
動
に
責
任
を
持
つ
（
自
律
）
こ
と
が
、
自
治
の

原
点
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
市
民
、
議
会
お

よ
び
市
は
、
相
互
の
役
割
や
特
性
を
理
解
し
、
信

頼
す
る
と
と
も
に
、
自
ら
の
役
割
と
責
務
を
自
覚

し
、
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
積
み
重
ね
、
地

【現状認識】 【今後の取り組み】

●市民が行政にかかわる意識がない。
●一緒に作り上げていく気風がない。
●職員に既得権益意識が強い。
●形式に偏った市民参加型の仕組みが多い。
●情報の共有が少ない。
●総合計画の基本構想が行政運営の基本に　
　なっている。
●実施計画は、向こう３年間の事業を掲載
　し、３年ごとに見直しをしている。
●事業を決定（予算化）するプロセスが不
　透明である。
●事業実施後の検証が不十分である。

■長期的な計画（基本構想・基本計画）のも
　とに市政運営をする。
■健全で持続可能な財政運営をする。
■事業について評価と市民への公表を図る。
■市民の安全と安心を確保するための危機管
　理をする。
■市民として議会として事業を検証し、公表
　する。
■プラン（計画）→ドゥ（実施）→チェック
　（評価）→アクション（改善）の各段階で
　市民との情報を共有し、意見を取り入れ
　る。

◆市民検討委員会の議論（第７章　地域経営）

※十和田市まちづくり基本条例全文は、市ホームページからダウンロードできます。また、市役所
　企画調整課窓口・十和田湖支所でも配布しています。

域
経
営
を
実
践
し
て
い
き
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
、
市
民
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
参
画
、

自
治
を
確
立
す
る
た
め
に
必
要
な
情
報
の
共
有
を

基
本
と
し
、
法
令
に
基
づ
い
た
公
正
か
つ
透
明
性

の
高
い
行
政
運
営
に
努
め
ま
す
。

　

第
14
条
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
指
針
で
あ
る

総
合
計
画
に
つ
い
て
定
め
て
い
ま
す
。

　

ま
ち
の
将
来
を
見
据
え
た
、
総
合
的
で
計
画
的

な
行
政
運
営
を
図
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
総

合
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
を
位
置
付
け
て
い
ま
す
。

　

現
在
市
で
は
、
平
成
19
年
度
か
ら
28
年
度
ま
で

の
10
年
間
に
わ
た
る
十
和
田
市
総
合
計
画
を
策
定

し
て
、
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
実
施
計

画
は
３
カ
年
と
し
、
お
お
む
ね
３
年
ご
と
に
改
定

し
て
い
ま
す
。

　

総
合
計
画
は
、
市
の
未
来
を
示
す
重
要
な
計
画

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
策
定
に
当
た
っ
て
は
、

よ
り
多
く
の
市
民
の
意
見
を
聞
く
な
ど
、
参
画
機

会
の
充
実
に
努
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、
こ
の
計
画
を
着
実
に
推
進
す
る
た

め
に
、
市
は
計
画
に
基
づ
く
ま
ち
づ
く
り
が
進
め

ら
れ
て
い
る
か
を
適
切
に
進
行
管
理
し
た
上
で
、

市
民
に
対
し
、
そ
の
結
果
を
公
表
す
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

（
健
全
な
財
政
運
営
）

第
15
条　

市
は
、
総
合
計
画
や
事
業
評
価
等

　

の
結
果
を
踏
ま
え
、
効
率
的
で
効
果
的
な

　

予
算
の
編
成
に
努
め
ま
す
。

２　

市
は
、
中
長
期
的
な
展
望
に
立
ち
、
健

　

全
で
持
続
可
能
な
財
政
運
営
に
努
め
ま
す
。

３　

市
は
、
予
算
及
び
決
算
の
内
容
や
市
の

　

財
政
状
況
を
市
民
に
分
か
り
や
す
く
公
表

　

し
、
財
政
運
営
の
透
明
性
の
確
保
に
努
め

　

ま
す
。

　

第
15
条
は
、
市
の
財
政
運
営
に
係
る
、
基
本
的

な
考
え
方
に
つ
い
て
定
め
て
い
ま
す
。

　

市
は
、
総
合
計
画
や
事
業
評
価
な
ど
を
踏
ま
え
、

貴
重
な
財
源
の
効
率
的
で
効
果
的
な
活
用
に
努
め
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
を
安
定
的
か
つ
効
果
的
に
継
続
し

て
提
供
し
て
い
く
た
め
、
中
長
期
的
な
展
望
に

立
っ
て
、
健
全
な
財
政
運
営
に
努
め
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
合
理
的
な
基
準
に
よ
る

予
算
編
成
、
目
的
達
成
の
た
め
の
必
要
か
つ
最
小

限
の
予
算
執
行
に
努
め
、
将
来
の
財
政
状
況
を
考

慮
し
た
財
政
運
営
に
努
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
に
市
の
財
政
状
況
を
分
か
り
や
す

く
公
表
し
、
財
政
運
営
の
透
明
性
の
確
保
を
図
り
、

市
の
財
政
状
況
を
市
民
と
共
有
す
る
よ
う
努
め
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

（
事
業
評
価
）

第
16
条　

市
は
、
行
政
を
よ
り
効
率
的
か
つ

　

効
果
的
に
運
営
す
る
た
め
、
実
施
す
る
事

　

業
等
に
つ
い
て
、
外
部
評
価
を
取
り
入
れ
、

　

検
証
及
び
評
価
を
行
う
も
の
と
し
ま
す
。

２　

市
は
、
そ
の
結
果
を
市
民
に
分
か
り
や

　

す
く
公
表
す
る
と
と
も
に
、
事
業
等
の
改

　

善
に
努
め
ま
す
。

　

第
16
条
は
、
効
率
的
で
効
果
的
な
行
政
運
営
を

進
め
る
た
め
、
事
業
評
価
を
実
施
す
る
こ
と
を
定

め
て
い
ま
す
。

　

事
業
評
価
と
は
、
市
の
事
務
事
業
の
目
的
を
明

ら
か
に
し
、
そ
の
成
果
を
具
体
的
に
表
す
こ
と
に

よ
っ
て
、
そ
の
事
業
の
必
要
性
や
有
効
性
、
効
率

性
な
ど
を
評
価
し
、
そ
の
評
価
結
果
を
次
の
事
業

に
い
か
す
こ
と
で
、
事
業
の
質
を
高
め
て
い
く
た

め
の
仕
組
み
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
評
価
の
客
観
性
を
高
め
る
た
め
、
第

３
者
に
よ
る
外
部
評
価
も
取
り
入
れ
つ
つ
、
評
価

の
結
果
や
対
応
方
針
を
公
表
し
、
事
務
事
業
の
改

善
に
い
か
し
、
よ
り
よ
い
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
効
果

的
効
率
的
な
提
供
に
努
め
ま
す
。

第
８
章　

情
報
の
共
有

（
情
報
の
共
有
）

第
19
条　

市
は
、
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
市

　

民
と
共
通
の
認
識
を
持
つ
た
め
に
、
保
有
す

　

る
情
報
を
市
民
に
積
極
的
か
つ
迅
速
に
、
分

　

か
り
や
す
く
提
供
す
る
よ
う
に
努
め
ま
す
。

２　

市
は
、
市
民
が
市
政
に
関
す
る
情
報
を

　

容
易
に
得
ら
れ
る
よ
う
に
、
適
切
な
仕
組

　

み
の
整
備
に
努
め
ま
す
。

３　

市
民
は
、
地
域
の
課
題
を
解
決
す
る
た

　

め
に
必
要
な
情
報
の
収
集
と
共
有
に
努
め

　

ま
す
。

　

第
８
章
は
、
情
報
の
共
有
に
つ
い
て
３
条
に
分

け
て
定
め
て
い
ま
す
。

　

第
19
条
は
、
基
本
原
則
の
一
つ
で
あ
る
情
報
共

有
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
考
え
方
を
定
め
て
い
ま
す
。

　

市
民
、
議
会
お
よ
び
市
が
協
働
し
て
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
く
上
で
、
共
通
の
認
識
を
持
つ
こ

と
は
必
要
不
可
欠
な
こ
と
で
す
。
こ
の
た
め
、
数

多
く
の
情
報
を
保
有
す
る
市
は
、
市
民
に
対
し
、

積
極
的
か
つ
迅
速
に
、
そ
し
て
分
か
り
や
す
く
そ

れ
ら
の
情
報
を
提
供
す
る
よ
う
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
多
く
の
市
民
が
そ
れ
ら
の
情
報
を
容
易

に
集
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
市
は
広
報
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ほ
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
手
段

を
活
用
し
、
情
報
の
提
供
に
努
め
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
市
民
が
市
政
に
よ
り
か
か
わ
っ
て
ほ

し
い
と
の
市
民
検
討
委
員
会
の
思
い
か
ら
、
市
民

自
身
が
、
地
域
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
必
要
な

情
報
収
集
に
努
め
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

第
20
条
は
、
情
報
共
有
の
一
つ
で
あ
る
説
明
責

任
、
応
答
責
任
に
つ
い
て
定
め
て
い
ま
す
。

　

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
は
、
市
は
、

市
民
に
対
し
情
報
提
供
す
る
だ
け
で
な
く
、
分
か
り

や
す
く
説
明
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
信
頼
関
係
を
築
く
た
め
、
市

は
、
市
民
か
ら
の
意
見
に
対
し
、
速
や
か
に
応
答
す

る
よ
う
努
め
る
と
と
も
に
、
事
業
の
計
画
、
実
施
、

評
価
、
改
善
の
各
段
階
で
、
市
民
に
分
か
り
や
す
く

公
表
し
、
施
策
や
事
業
へ
の
反
映
に
努
め
ま
す
。

（
個
人
情
報
の
保
護
）

第
21
条　

市
は
、
個
人
の
権
利
及
び
利
益
を

　

保
護
す
る
た
め
に
、
個
人
に
関
す
る
情
報

　

を
適
正
に
管
理
す
る
と
と
も
に
、
必
要
な

　

措
置
を
講
じ
る
も
の
と
し
ま
す
。

　

第
21
条
は
、
個
人
情
報
保
護
の
基
本
的
な
考
え

方
に
つ
い
て
定
め
て
い
ま
す
。

　

市
は
、
戸
籍
や
住
民
票
、
各
種
の
名
簿
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
市
民
の
個
人
情
報
を
保
有
し
て
い
ま

す
。
情
報
公
開
が
大
切
な
一
方
、
こ
の
個
人
情
報

に
つ
い
て
は
、
市
民
の
基
本
的
人
権
を
守
る
上
で
、

厳
重
に
管
理
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
市
で

は
、
個
人
情
報
を
適
切
に
管
理
し
、
保
護
す
る
目

的
で
、｢

十
和
田
市
個
人
情
報
保
護
条
例｣

を
定
め

て
い
ま
す
。

事務事業のPDCAサイクル

（
総
合
計
画
）

第
14
条　

市
は
、
総
合
的
か
つ
計
画
的
な
行

　

政
運
営
を
行
う
た
め
、
総
合
計
画
を
策
定

　

し
ま
す
。

２　

市
は
、
総
合
計
画
の
策
定
に
当
た
っ
て
、

　

多
く
の
市
民
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
、

　

必
要
な
情
報
提
供
に
努
め
、
市
民
の
参
画

　

を
進
め
ま
す
。

３　

市
は
、
総
合
計
画
の
進
行
管
理
を
適
切

　

に
行
い
、
そ
の
進
捗
情
報
を
市
民
に
分
か

　

り
や
す
く
提
供
し
ま
す
。

（
行
政
改
革
）

第
17
条　

市
は
、
行
政
運
営
の
資
質
の
向
上

　

を
図
る
た
め
、
市
民
と
と
も
に
行
政
改
革

　

に
取
り
組
み
、
そ
の
検
証
を
行
い
、
結
果

　

を
市
民
に
分
か
り
や
す
く
公
表
し
ま
す
。

　

第
17
条
は
、
持
続
可
能
な
行
財
政
構
造
の
構
築

の
た
め
、
行
政
改
革
に
取
り
組
む
こ
と
を
定
め
て

い
ま
す
。
ま
た
、
市
民
、
有
識
者
な
ど
に
よ
る
行

政
改
革
の
成
果
の
検
証
を
行
い
、
市
は
、
そ
の
結

果
を
公
表
す
る
と
と
も
に
、
行
政
運
営
に
反
映
さ

せ
、
施
策
や
事
業
の
改
善
に
努
め
ま
す
。

（
危
機
管
理
）

第
18
条　

市
は
、
市
民
の
安
全
と
安
心
を
確

　

保
す
る
た
め
、
緊
急
事
態
に
適
切
に
対
処
で

　

き
る
体
制
の
充
実
及
び
強
化
に
努
め
ま
す
。

２　

市
は
、
市
民
及
び
関
係
機
関
と
相
互
に

　

連
携
し
、
協
力
し
な
が
ら
、
市
民
が
安
全

　

で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推

　

進
に
努
め
ま
す
。

　

第
18
条
は
、
危
機
管
理
体
制
の
充
実
を
図
り
、

安
全
、
安
心
な
ま
ち
を
目
指
し
て
い
く
こ
と
を
定

め
て
い
ま
す
。

　

市
は
、
市
民
の
生
命
と
財
産
を
守
り
、
安
全
で

安
心
な
日
々
の
生
活
を
守
る
責
任
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
災
害
や
大
規
模
な
事
故
な
ど
の
不
測

の
事
態
に
対
処
で
き
る
危
機
管
理
体
制
の
構
築
を

目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
迅
速
で
機
能
的
な
支
援
、
多
面
的
な
サ

ポ
ー
ト
を
実
行
で
き
る
体
制
の
構
築
を
目
指
し
、

国
、
県
、
近
隣
自
治
体
な
ど
と
相
互
の
連
携
を
図

り
、
市
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に

取
り
組
み
ま
す
。

（
説
明
・
応
答
の
責
任
）

第
20
条　

市
は
、
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
事

　

項
に
関
し
、
市
民
に
分
か
り
や
す
く
説
明

　

す
る
よ
う
に
努
め
ま
す
。

２　

市
は
、
市
民
か
ら
の
意
見
、
要
望
等
に

　

対
し
、
速
や
か
な
応
答
に
努
め
ま
す
。

３　

市
は
、
政
策
の
「
計
画
・
実
施
・
評　

　

価
・
改
善
」
の
各
段
階
に
お
け
る
情
報
を
、

　

適
切
な
手
段
に
よ
り
市
民
に
分
か
り
や
す

　

く
提
供
す
る
よ
う
に
努
め
ま
す
。

Do
（実施）

Check
（評価）

Plan
（計画）

外部評価の活用
Action
（改善）

地
域
経
営
協働の積み重ね

地域経営のイメージ


